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超ワイドバンドギャップ半導体の一つである酸化ガリウム(Ga2O3)は、高耐圧・低損失なパワーデ
バイス材料として近年活発に研究されている[1]。また、フォトニクスの観点からも、広い波長帯で
透明である性質から、近紫外-可視域で機能する光集積回路のプラットフォームとしての可能性が検
討され始めた材料である[2]。最安定相の β-Ga2O3では、可視光導波路が報告[3]されたが、シングル
モード性に関する議論や、面外結合用のインターフェースの作製は十分に行われていない。 
本研究では、β-Ga2O3よりも広いバンドギャップと高い屈折率[3,4]を有する α-Ga2O3に注目し、可

視光領域の α-Ga2O3導波路を作製し、面外結合を通じた光導波の観測に成功したので報告する。 
まず、c面サファイア上に、Mist CVD法により膜厚約 200 nmの α-Ga2O3薄膜を成長させた。次い

で PECVD法により、SiO2犠牲層を成膜し、その後リフトオフプロセスにより Niマスクを形成した。
Niマスクと BCl3/Cl2混合ガスを用いた α-Ga2O3の RIEの後、HFにより SiO2犠牲層と Niエッチング
マスクを除去することで、導波路構造を作製した。 
作製した導波路の傾斜 SEM像を Figure 1(a)に示す。約 200 nmのサファイアのオーバーエッチン
グを含む、導波路幅 1 µmのハイメサ型 α-Ga2O3光導波路の構造が得られた。また、Figure 1(a)の挿
入図に、SEM測長の構造パラメータを使った固有モード計算による、導波モードの電場分布を示す。
導波し得るモードが TE 偏光のシングルモードであることがわかった。作製した導波路の両端には
グレーティングカプラが形成されており[Figure 1(b)]、波長 633 nm の赤色レーザー光を垂直入射さ
せたところ、光導波が確認された[Figure 1(c)]。当日は、作製プロセスや導波路特性の詳細を紹介
する予定である。 

 
Figure 1 An SEM image of the fabricated α-Ga2O3-based high-mesa type waveguide with a width of 1 µm. The 

inset shows the electric field mode profile of the waveguide mode, as expected from SEM observations.  
(b) A CCD image of the fabricated waveguide with a length of 30 µm. (c) A CCD image of the 
waveguide supporting the single guided mode of the grating-coupled 633-nm light in TE polarization. 
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